
83　幕末における「国喪」儀礼の言説

幕
末
に
お
け
る
「
国
喪
」
儀
礼
の
言
説
─
山
田
方
谷
の
『
義
喪
私
議
』
を
中
心
に

─韓
　
淑
　
婷

一
、
は
じ
め
に

　

近
年
、
日
本
に
お
け
る
儒
礼
に
関
す
る
研
究
が
進
展
し
つ
つ
あ
り
、

そ
れ
は
主
に
朱
熹
『
家
礼
』
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

吾
妻
重
二
氏
は
日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
関
連
の
史
料
を
発
掘
し
、

基
礎
史
料
の
刊
行
を
は
じ
め
、
史
料
に
対
す
る
全
面
的
な
書
誌
学
的

検
討
の
ほ
か
、
儒
者
や
大
名
家
に
よ
る
『
家
礼
』
実
践
の
実
例
に
つ

い
て
も
、
数
多
く
考
察
し
て
い
る（

（
（

。
田
世
民
氏
は
、
熊
沢
蕃
山
の
儒

礼
葬
祭
論
を
は
じ
め
、
闇
斎
学
派
・
水
戸
学
派
・
懐
徳
堂
学
派
そ
れ

ぞ
れ
に
お
け
る
『
家
礼
』
の
受
容
と
実
践
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
通

し
て
分
析
し
、
近
世
日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
受
容
の
様
相
を
学
派

ご
と
に
解
明
し
て
い
る（

（
（

。
松
川
雅
信
氏
は
闇
斎
学
派
の
儒
者
に
よ
る

『
家
礼
』
へ
の
取
り
組
み
を
素
材
と
す
る
こ
と
で
、
近
世
日
本
に
お

け
る
『
家
礼
』
実
践
の
問
題
を
当
時
の
葬
送
実
態
と
の
関
わ
り
の
中

に
お
い
て
検
討
し
、
儒
礼
実
践
と
近
世
日
本
社
会
と
を
考
察
す
る
た

め
の
一
つ
の
接
点
を
提
供
し
て
い
る（

（
（

。

　

か
か
る
先
行
研
究
は
様
々
な
視
点
か
ら
日
本
に
お
け
る
儒
礼
の
問

題
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
り
、
そ
の
共
通
点
は
『
家
礼
』
の
実
践
に

焦
点
を
絞
っ
て
考
察
す
る
点
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
周
知
の
通
り
、

南
宋
朱
熹
の
『
家
礼
』
は
、
冠
婚
喪
祭
の
儀
礼
マ
ニ
ュ
ア
ル
書
で
あ

り
、
そ
の
中
で
は
ま
た
喪
祭
礼
が
最
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。『
家

礼
』
は
『
儀
礼
』
を
モ
デ
ル
と
し
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

「
礼
は
庶
人
に
下
ら
ず
」（『
礼
記
』
曲
礼
篇
上
）
と
い
う
従
来
の
礼
に
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対
す
る
捉
え
方
と
は
異
な
り
、
礼
の
実
践
主
体
を
一
般
の
「
士
庶

人
」
と
想
定
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、『
家
礼
』
は
主
に
親
族
の
範

疇
に
限
っ
て
儀
礼
実
践
の
方
法
を
示
し
て
お
り
、
喪
礼
に
つ
い
て
も
、

親
族
間
の
喪
式
次
第
や
服
喪
に
つ
い
て
は
規
定
し
て
い
る
が
、
君
臣

間
の
喪
式
儀
礼
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
儒
礼
の
研
究
は
、
前
述
し
た
通
り
、

朱
熹
『
家
礼
』
の
受
容
を
中
心
に
検
討
さ
れ
て
い
る
が
故
に
、
親
族

間
で
行
わ
れ
る
喪
礼
の
実
践
が
考
察
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
な
が
ら
、「
君
」
の
喪
式
、
つ
ま
り
「
国
喪（

（
（

」
儀
礼
の
言
説
に
関

す
る
研
究
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
加
え
て
、
現
在
の
日
本

に
お
け
る
儒
礼
研
究
の
成
果
は
、
主
に
江
戸
時
代
の
前
期
と
中
期
に

集
中
し
、
そ
れ
以
後
の
時
期
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
事
例

研
究
の
蓄
積
が
俟
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

（
（

。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

日
本
に
お
け
る
「
国
喪
」
儀
礼
の
言
説
に
注
目
し
、
こ
と
に
幕
末
期

に
お
け
る
儒
礼
受
容
の
事
例
と
し
て
、
備
中
松
山
藩
の
陽
明
学
者
で

あ
る
山
田
方
谷
と
彼
の
『
義
喪
私
議
』
を
取
り
上
げ
た
い
。

　

山
田
方
谷
（
一
八
〇
五
～
七
七
）
は
、
名
は
球
、
字
は
琳
卿
、
通
称

安
五
郎
、
備
中
松
山
藩
出
身
の
陽
明
学
者
で
あ
り
、
幕
末
維
新
期
の

経
世
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
山
田
方
谷
研
究
は
、

主
に
彼
の
陽
明
学
理
解
や
漢
詩
、
藩
政
改
革
の
施
策
に
関
す
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り（

（
（

、『
義
喪
私
議
』
に
関
す
る
考
察
は
皆
無
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
義
喪
私
議
』
は
い
か
な
る
著
作
で
あ
る

の
か
、
方
谷
は
『
義
喪
私
議
』
に
お
い
て
い
か
な
る
主
張
を
し
た
の

か
を
中
心
に
考
察
し
た
上
で
、「
国
喪
」
言
説
の
幕
末
に
お
け
る
意

義
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
、『
義
喪
私
議
』
の
作
成
背
景
と
構
成

1　

作
成
背
景

　
『
義
喪
私
議
』
の
冒
頭
に
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

本
篇
ハ
、
嘉
永
二
年
先
生
藩
主
勝
職
公
ノ
為
メ
喪
ニ
服
シ
、
居

喪
中
三
礼
（
周
礼
・
儀
礼
・
礼
記
）
ヲ
読
ミ
、
国
喪
ニ
関
ス
ル
モ

ノ
ヲ
抄
録
シ
、
君
臣
ノ
義
ニ
本
ヅ
キ
題
シ
テ
義
喪
私
議
ト
曰
ヘ

ル
モ
ノ
是
ナ
リ
。
先
生
初
メ
公
ノ
下
ニ
擢
用
セ
ラ
レ
、
其
ノ
恩

義
ニ
感
ズ
ル
コ
ト
特
ニ
深
シ
。
時
ニ
年
四
十
五
。（『
義
喪
私
議
』

冒
頭
）

　

こ
の
一
文
は
、
方
谷
の
弟
子
で
あ
る
三
島
中
洲
（
字
は
毅
、
一
八

三
一
～
一
九
一
九
）
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る（

（
（

。
こ
の
一
文
か
ら
、

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）、
藩
主
板
倉
勝
職
が
死
去
し
、
時
に
四
十
五

歳
の
方
谷
は
勝
職
の
た
め
に
喪
服
を
つ
け
、
三
礼
を
読
ん
で
い
る
う

ち
に
、「
国
喪
」
に
関
す
る
も
の
を
抄
録
し
、『
義
喪
私
議
』
を
作
成

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
義
喪
」
と
い
う
用
語
は
、「
君
臣
ノ

義
」
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
方
谷
が
『
義
喪
私
議
』
を
作
成
す

る
き
っ
か
け
は
、
藩
主
勝
職
公
に
抜
擢
さ
れ
た
恩
義
に
報
い
る
た
め
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85　幕末における「国喪」儀礼の言説

で
あ
る
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。

　

同
じ
背
景
が
「
年
譜
」
嘉
永
二
年
の
条
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一�

、
八
月
、
勝
職
公
江
戸
ニ
卒
ス
、
参
州
長
円
寺
ニ
葬
ル
、
法

名
ヲ
「
寛
隆
院
殿
忠
峰
源
義
大
居
士
」
ト
曰
フ
、
寿
四
十
七
。

公
臨
池
ノ
技
ニ
長
ズ
。
先
生
公
ノ
喪
ニ
服
ス
ル
コ
ト
五
十
日
、

礼
装
正
室
ニ
端
坐
シ
、
児
女
ヲ
近
ケ
ズ
、
喪
礼
ヲ
読
ミ
、
事

ノ
国
喪
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ヲ
抄
出
叙
次
シ
、
附
ス
ル
ニ
私
見
ヲ

以
テ
シ
、
義
喪
私
議
家
ニ

伝
フ

ト
云
フ
。（「
年
譜
」、『
全
集
』
第
二

冊
）

　

こ
こ
か
ら
、
方
谷
は
喪
礼
を
読
み
、「
国
喪
」
に
関
す
る
も
の
を

抄
出
し
、
私
見
も
付
け
加
え
て
『
義
喪
私
議
』
を
作
成
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、
彼
は
、
勝
職
公
の
た
め
に
喪
服
を
つ
け
る
こ
と
五

十
日
で
あ
り
、
喪
服
で
正
室
に
端
座
し
、
家
族
を
近
づ
け
な
い
な
ど
、

具
体
的
な
儀
礼
作
法
を
通
し
て
、
自
ら
服
喪
を
実
践
し
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
方
谷
が
『
義
喪
私
議
』
を
作
成
す
る
き
っ
か
け
は
、
藩

主
勝
職
公
の
逝
去
で
あ
り
、
方
谷
は
実
際
の
儀
礼
作
法
を
実
践
す
る

こ
と
で
勝
職
公
の
た
め
に
服
喪
し
た
。
そ
し
て
、
居
喪
中
に
『
周

礼
』・『
儀
礼
』・『
礼
記
』
の
三
礼
を
読
み
、「
国
喪
」
に
関
す
る
内

容
を
抄
録
し
、「
君
臣
の
義
」
に
基
づ
い
て
著
作
の
題
を
『
義
喪
私

議
』
と
決
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

2　
『
義
喪
私
議
』
の
構
成

　
『
山
田
方
谷
全
集
』
第
二
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
義
喪
私
議
』

は
、
前
述
し
た
冒
頭
文
の
次
に
、
方
谷
の
「
自
序
」
が
付
け
ら
れ
て

い
る
。「
自
序
」
に
関
す
る
検
討
は
後
文
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
、
ま

ず
『
義
喪
私
議
』
全
体
の
内
容
構
成
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

　
「
自
序
」
の
次
に
付
け
ら
れ
て
い
る
目
録
は
、
次
の
通
り
で
あ
る

（
番
号
、
括
弧
内
の
説
明
は
筆
者
に
よ
る
）。

　

①
臣
為
君
服
之
制
（
臣
が
君
の
た
め
に
服
喪
す
る
制
度
）

　

②�

臣
為
君
従
服
、
及
寄
公
庶
人
為
国
君
、
妾
為
君
党
服
之
制
（
臣

が
君
の
た
め
に
従
服
す
る
制
度
、
及
び
他
国
に
身
を
よ
せ
て
い
る
君
主
や

庶
人
が
君
の
た
め
に
服
喪
す
る
制
度
、
臣
の
妾
が
君
の
党
の
た
め
に
服
喪

す
る
制
度
）

　

③
為
旧
君
服
之
制
（
旧
君
の
た
め
に
服
喪
す
る
制
度
）

　

④�

周
官
、
臣
妾
服
君
之
制
（『
周
官
』
に
あ
る
臣
の
妾
が
君
の
た
め
に
服

喪
す
る
制
度
）

　

⑤
喪
君
之
論
説
（
君
喪
に
関
す
る
論
説
）

　

⑥
附
録
君
喪
臣
之
制
（
君
が
臣
の
た
め
に
服
喪
す
る
制
度
）

　

本
文
の
形
式
と
し
て
は
、
三
礼
の
原
文
を
引
用
し
た
上
で
、
方
谷

の
見
解
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
①
～
③
は
『
儀
礼
』「
喪

服
」
に
お
け
る
君
喪
の
規
定
を
中
心
に
採
録
し
、
と
り
わ
け
①
は
最

も
分
量
を
占
め
て
お
り
、『
儀
礼
』
や
『
礼
記
』
に
書
か
れ
て
い
る

服
喪
の
次
第
が
日
本
に
お
い
て
い
か
に
し
て
実
践
可
能
に
な
る
の
か
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に
つ
い
て
の
、
方
谷
の
基
本
的
構
想
が
窺
え
る
も
の
で
あ
る
。
④
は

『
周
礼
』
に
あ
る
臣
の
妾
の
服
喪
に
関
す
る
内
容
を
列
挙
す
る
の
み

で
、
方
谷
の
見
解
は
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
今
其
の
事
の
臣
妾
の

服
制
に
渉
る
者
を
抄
し
、
以
て
参
考
に
備
ふ
」（「
今
抄
其
事
渉
臣
妾
服

制
者
、
以
備
参
考
」、『
義
喪
私
議
』
一
二
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
単
に
参

考
の
た
め
に
取
り
入
れ
た
だ
け
の
内
容
で
あ
る
。
⑤
は
君
喪
と
父
母

の
喪
と
が
か
ぶ
る
場
合
の
対
応
方
法
、
及
び
日
本
特
有
の
「
穢
」
な

ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　

①
～
⑤
の
内
容
は
、
い
ず
れ
も
臣
が
君
の
た
め
に
服
喪
す
る
制
度

に
関
連
す
る
内
容
で
あ
る
が
、
⑥
の
附
録
だ
け
は
、
君
が
臣
の
た
め

に
服
喪
す
る
場
合
の
規
定
で
あ
り
、
且
つ
方
谷
の
見
解
を
表
す
内
容

が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
配
分
に
つ
い
て
、
方
谷
は

「
臣
の
喪
を
悉
く
叙
し
て
、
始
め
て
不
足
を
補
ふ
。
纔
か
に
論
断
を

加
ふ
れ
ば
、
迹
は
君
を
議
す
る
こ
と
に
誇
る
。
敢
え
て
私
見
を
除
き
、

独
り
経
文
を
列
す
る
の
み
」（「
臣
喪
悉
叙
、
始
補
不
足
。
纔
加
論
断
、
迹

誇
議
君
。
敢
除
私
見
、
独
列
経
文
」、『
義
喪
私
議
』
一
五
～
一
六
頁
）
と
言
い
、

附
録
の
内
容
は
臣
の
喪
に
関
す
る
も
の
で
、
主
旨
で
あ
る
君
の
喪
を

論
じ
た
上
で
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
敢
え
て
私
見
を
除
い
て

原
典
を
列
挙
す
る
だ
け
に
し
た
と
表
明
し
て
い
る
。

三
、
日
本
の
「
精
義
」
を
表
す
喪
礼
次
第

　

本
節
で
は
、
方
谷
が
三
礼
の
儀
礼
作
法
に
つ
い
て
い
か
に
考
え
て

い
た
の
か
、
ま
た
、
日
本
で
実
践
す
る
に
あ
た
っ
て
、
従
来
の
風
習

と
の
間
で
い
か
な
る
調
整
・
改
変
を
主
張
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
た
い
。『
義
喪
私
議
』
は
『
儀
礼
』「
喪
服
」
の
記
述
に

沿
い
な
が
ら
内
容
が
展
開
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
方
谷
が
主

張
し
た
喪
服
の
様
式
と
服
喪
の
期
間
を
考
察
し
た
上
で
、
ほ
か
の
居

喪
中
の
作
法
に
つ
い
て
も
一
例
を
通
し
て
見
る
こ
と
と
す
る
。

1　

喪
服
様
式

　

ま
ず
、
喪
服
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
方
谷
は
次
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
。我

邦
近
代
喪
服
、
似
太
簡
軽
。
而
其
間
自
有
精
義
。
人
不
暁
其

義
、
徒
見
西
土
煩
重
之
服
、
以
為
其
制
迥
別
、
不
可
通
於
我
。

殊
不
知
唯
取
其
意
、
而
不
泥
其
迹
、
会
融
斟
酌
、
有
以
協
今
代

之
制
、
則
彼
之
煩
重
不
可
廃
、
而
我
之
精
義
自
見
矣
。（
我
が
邦

の
近
代
の
喪
服
、
太
だ
簡
軽
な
る
が
似ご

と
し
。
而
れ
ど
も
其
の
間
に
自
ず
か

ら
精
義
有
り
。
人
其
の
義
を
暁
ら
ず
、
徒
に
西
土
煩
重
の
服
を
見
、
以
て

其
の
制
迥は

る
か
に
別こ

と
な
り
て
、
我
に
通
ず
べ
か
ら
ず
と
為
す
。
殊
に
知
ら
ず
、

唯
だ
其
の
意
を
取
り
て
、
其
の
迹
に
泥
ま
ず
、
会
融
斟
酌
し
、
以
て
今
代
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87　幕末における「国喪」儀礼の言説

の
制
に
協
う
こ
と
有
れ
ば
、
則
ち
彼
の
煩
重
廃
す
べ
か
ら
ず
し
て
、
我
の

精
義
自
ず
か
ら
見
は
る
。『
義
喪
私
議
』
三
頁
）

　

こ
こ
か
ら
、
方
谷
は
、
日
本
の
喪
服
は
非
常
に
簡
単
と
思
わ
れ
る

が
、
実
は
そ
の
中
に
「
精
義
」
も
あ
り
、
人
は
た
だ
そ
の
「
精
義
」

を
知
ら
な
い
だ
け
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
国
の

五
服
制
度
に
お
け
る
喪
服
の
様
式
は
複
雑
で
、
日
本
で
は
通
用
し
な

い
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
方
谷
は
、
五
服
制
度
の
喪
服
に
含
ま
れ
る

意
味
だ
け
を
取
り
、
そ
の
形
式
に
拘
ら
ず
に
融
通
・
斟
酌
す
れ
ば
、

今
代
の
制
度
を
助
け
る
こ
と
も
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
要
す
る
に
、

日
本
と
中
国
と
は
風
習
が
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
方
谷
は
複
雑

な
五
服
制
度
を
完
全
に
捨
象
す
る
の
で
は
な
く
、
日
本
の
「
精
義
」

を
表
せ
る
よ
う
に
取
捨
選
択
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

五
服
制
度
で
は
、
服
喪
者
は
死
者
と
の
血
縁
の
親
疎
、
あ
る
い
は

身
分
に
応
じ
た
種
類
の
喪
服
を
着
る
が
、
喪
が
重
い
ほ
ど
、
着
る
喪

服
は
生
地
が
粗
末
で
、
裾
を
縫
っ
て
い
な
か
っ
た
り
前
後
が
繫
が
ら

な
か
っ
た
り
し
て
い
る
な
ど
き
ち
ん
と
加
工
し
て
お
ら
ず
、
深
い
悲

し
み
の
た
め
身
な
り
を
整
え
る
余
裕
が
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

喪
服
の
種
類
は
、「
斬
衰
」・「
斉
衰
」・「
大
功
」・「
小
功
」・「
緦
麻
」

の
五
種
類
に
分
け
ら
れ
、
こ
の
五
種
類
に
従
い
、
順
次
喪
の
程
度
が

弱
ま
っ
て
い
く
。
そ
の
ほ
か
、
君
喪
の
場
合
に
限
っ
て
、「
大
功
」

と
「
小
功
」
の
間
に
諸
侯
の
大
夫
が
天
子
の
た
め
に
服
す
る
「
緦

衰
」
と
い
う
特
定
の
喪
服
様
式
も
存
在
す
る
。

　

方
谷
は
か
か
る
五
服
制
度
の
喪
服
に
含
ま
れ
る
意
味
を
継
承
し
た

上
で
、
日
本
の
喪
服
様
式
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

『
義
喪
私
議
』
で
は
、
日
本
の
風
習
を
踏
ま
え
て
、
木
綿
服
に
麻
の

上
下
を
「
大
功
」
以
上
の
喪
服
（「
大
功
」
以
下
に
つ
い
て
は
、「
緦
衰
」

は
肩
衣
、「
小
功
」
は
麻
袴
）
と
し
、
紋
様
の
有
無
・
生
地
の
精
細
で
服

喪
の
軽
重
に
区
別
を
つ
け
て
い
る
。
衣
服
以
外
の
身
の
回
り
の
部
分

に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
普
段
「
冠
」
を
か
ぶ
ら
な
い
た
め
、
髪
を

剃
ら
ず
、
櫛
に
油
を
使
わ
ず
、
寒
く
て
も
巾
帽
を
か
ぶ
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
対
応
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
櫛
に
油
を
使
う
か
否
か
で

服
喪
の
軽
重
に
区
別
を
つ
け
て
い
る
。
杖
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
し

っ
か
り
と
一
室
に
座
り
、
み
だ
り
に
立
ち
上
が
ら
ず
、
ゆ
っ
く
り
と

行
動
す
る
と
い
う
作
法
を
代
替
と
す
る
。
靴
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

藁
緒
草
履
か
雪
駄
の
使
用
、
ま
た
は
足
袋
の
有
無
で
服
喪
の
軽
重
に

区
別
を
つ
け
て
い
る（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
方
谷
は
喪
服
で
喪
の
軽
重
に
区
別
を
つ
け
る
と
い

う
五
服
制
度
の
「
意
」
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
五
服
制
度
本
来
の
喪

服
様
式
に
拘
ら
ず
、
日
本
の
風
習
に
合
わ
せ
た
本
土
様
式
の
喪
服
を

新
た
に
考
え
る
こ
と
で
、
日
本
の
「
精
義
」
を
守
ろ
う
と
し
て
い
た
。

2　

服
喪
期
間

　

服
喪
期
間
に
つ
い
て
は
、
方
谷
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

至
於
三
年
之
数
、
則
以
邦
制
五
旬
充
之
矣
。
五
旬
之
制
、
其
短
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極
矣
。
然
襲
我
水
土
、
因
我
時
俗
。（
中
略
）
是
所
謂
彼
之
煩
重

不
可
廃
、
而
我
之
精
義
自
見
者
矣
。
夫
至
情
激
発
於
一
時
、
而

不
能
持
久
。
我
之
水
土
時
俗
為
然
。
故
君
父
之
喪
、
哀
戚
悲
痛
、

宜
甚
於
彼
。
而
日
月
制
限
、
不
能
不
短
者
、
亦
情
文
之
極
也
。

今
也
、
日
月
極
其
短
、
而
又
無
哀
痛
之
心
。
臣
子
之
情
亡
、
而

忠
孝
之
道
廃
矣
。
此
豈
我
之
所
宜
有
哉
、
我
之
所
宜
有
哉
。

（
三
年
の
数
に
至
り
て
は
、
則
ち
邦
制
の
五
旬
を
以
て
之
れ
に
充
つ
。
五

旬
の
制
、
其
の
短
き
こ
と
極
ま
れ
り
。
然
れ
ど
も
我
が
水
土
に
襲よ

り
、
我

が
時
俗
に
因
る
。
…
…
是
れ
所
謂
る
彼
の
煩
重
廃
す
べ
か
ら
ず
し
て
、
我

の
精
義
自
ず
と
見
は
る
る
者
な
り
。
夫
れ
至
情
一
時
に
激
発
し
、
而
れ
ど

も
持
久
す
る
能
わ
ず
。
我
の
水
土
時
俗
然
り
と
為
す
。
故
に
君
父
の
喪
、

哀
戚
悲
痛
す
る
こ
と
、
宜
し
く
彼
よ
り
も
甚
だ
し
か
る
べ
し
。
而
れ
ど
も

日
月
制
限
さ
れ
、
短
な
ら
ざ
る
こ
と
能
わ
ざ
る
者
、
亦
た
情
文
の
極
み
な

り
。
今
や
、
日
月
其
の
短
を
極
め
、
而
し
て
又
た
哀
痛
の
心
無
し
。
臣
子

の
情
亡
び
て
、
忠
孝
の
道
廃す

た
る
。
此
れ
豈
に
我
の
宜
し
く
有
る
べ
き
所
な

る
や
、
我
の
宜
し
く
有
る
べ
き
所
な
る
や
。『
義
喪
私
議
』
三
～
四
頁
）

　

こ
こ
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
服
喪
期
間
を
五
旬
と
し
、
中
国
に
お

け
る
三
年
の
喪
に
替
え
よ
う
と
す
る
と
い
う
方
谷
の
構
想
が
読
み
取

れ
る
。
彼
は
、
日
本
の
風
土
や
慣
習
の
た
め
、
誠
意
の
感
情
が
一
時

的
に
発
し
た
も
の
の
、
長
く
続
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
、
君
父

の
喪
に
対
す
る
悲
し
み
自
体
は
、
実
は
中
国
よ
り
も
甚
だ
し
い
が
、

服
喪
期
間
そ
の
も
の
は
短
く
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ

し
て
、
当
今
の
服
喪
期
間
に
つ
い
て
、
方
谷
は
、
極
端
に
短
い
ほ
か

に
、
哀
痛
の
心
も
な
く
、
忠
孝
の
道
が
廃
れ
た
点
が
よ
く
な
い
と
指

摘
し
、
服
喪
期
間
の
長
短
そ
の
も
の
に
で
は
な
く
、
哀
痛
の
心
の
有

無
に
問
題
が
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

方
谷
が
主
張
す
る
具
体
的
な
服
喪
期
間
は
、『
儀
礼
』「
喪
服
」
に

お
け
る
「
三
年
の
喪
」
を
例
に
す
る
と
、
大
体
次
の
よ
う
な
も
の
と

な
る
。『
儀
礼
』「
喪
服
」
で
は
「
虞
」「
再
虞
」「
三
虞
」
は
そ
れ
ぞ

れ
葬
日
（
死
後
三
月
）、
柔
日
（
偶
数
日
）、
剛
日
（
奇
数
日
）
と
規
定
さ

れ
て
い
る
が
、
方
谷
は
そ
れ
ぞ
れ
送
葬
が
終
わ
っ
た
日
の
夕
方
、
そ

の
翌
日
、
十
七
日
目
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、『
儀
礼
』「
喪
服
」
で

は
「
卒
哭
」
を
剛
日
、「
練
」（
小
祥
）
を
十
三
月
、「
大
祥
」
を
二
十

五
月
と
し
て
い
る
が
、
方
谷
は
そ
れ
ぞ
れ
二
十
七
日
、
三
十
五
日
、

四
十
九
日
と
し
て
い
る
。
こ
れ
で
「
五
旬
に
し
て
喪
事
畢
る
」（「
五

旬
而
喪
事
畢
矣
」、『
義
喪
私
議
』
四
頁
）
と
方
谷
は
考
え
て
い
る
が
、

『
儀
礼
』「
喪
服
」
に
あ
る
二
十
七
月
目
の
「
禫
」
に
つ
い
て
は
、
方

谷
は
百
日
目
と
し
、
そ
の
後
哀
痛
の
気
持
ち
が
淡
泊
と
な
っ
て
い
く

べ
き
で
あ
る
（「
余
哀
未
尽
、
則
以
百
箇
日
為
禫
、
而
後
始
淡
淡
」、『
義
喪
私

議
』
四
頁
）
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
日
本
に
お
い
て
慣
習
と
し
て
行
わ
れ
る
仏
教
の

「
七
々
日
」
に
つ
い
て
は
、
方
谷
は
「
夫
れ
七
七
の
節
は
、
釈
氏
に

起
こ
る
。
然
れ
ど
も
世
俗
の
慣
用
す
る
所
な
り
。
採
り
て
以
て
祭
日

と
為
す
。
又
た
何
ぞ
必
ず
し
も
其
の
迹
に
泥
ま
ん
や
」（「
夫
七
七
之
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節
、
起
於
釈
氏
。
然
世
俗
所
慣
用
。
採
以
為
祭
日
。
又
何
必
泥
其
迹
」、『
義
喪

私
議
』
四
頁
）
と
言
い
、
世
俗
が
慣
用
す
る
が
ゆ
え
に
採
用
す
べ
き

だ
と
主
張
し
、
日
本
の
風
習
を
重
要
視
す
る
と
い
う
彼
の
態
度
が
こ

こ
か
ら
も
窺
え
る
の
で
あ
る
。

3　

他
の
喪
礼
次
第
に
つ
い
て

　

紙
幅
の
関
係
で
、
こ
こ
で
は
「
哭
泣
」
の
礼
に
対
す
る
方
谷
の
考

え
方
を
一
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
。「
哭
泣
」
の
礼
に
つ
い
て
は
、

方
谷
は
や
は
り
日
本
の
風
習
を
考
慮
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

哭
泣
之
礼
、
邦
俗
所
無
。
不
必
違
俗
而
為
之
。（
中
略
）
然
邦
俗

之
無
哭
泣
、
非
無
哀
於
中
也
。
忍
焉
而
不
発
於
音
也
。
忍
焉
之

痛
、
蓋
有
甚
於
啾
啾
之
音
者
。
若
夫
中
無
可
発
之
哀
而
不
発
焉
、

亦
非
邦
俗
之
所
宜
有
也
。（
哭
泣
の
礼
は
、
邦
俗
に
無
き
所
な
り
。
必

ず
し
も
俗
に
違
へ
て
之
れ
を
為
さ
ず
。
…
…
然
れ
ど
も
邦
俗
の
哭
泣
無
き

は
、
中
に
哀
し
み
無
き
に
非
ざ
る
な
り
。
焉
れ
を
忍
び
て
音
に
発
せ
ざ
る

な
り
。
焉
れ
を
忍
ぶ
の
痛
み
は
、
蓋
し
啾
啾
た
る
の
音
よ
り
甚
だ
し
き
者

有
り
。
若
し
夫
れ
中
に
発
す
べ
き
の
哀
し
み
無
く
し
て
焉
に
発
せ
ざ
れ
ば
、

亦
た
邦
俗
の
宜
し
く
有
る
べ
き
所
に
非
ざ
る
な
り
。『
義
喪
私
議
』
七
頁
）

　

つ
ま
り
、
方
谷
は
、
哭
泣
の
礼
は
日
本
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
た

め
、
風
習
に
違
反
し
て
敢
え
て
す
る
必
要
が
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

し
か
し
、
方
谷
は
同
時
に
、
日
本
に
は
哭
泣
の
礼
が
な
い
が
、
悲
し

い
感
情
が
普
通
に
湧
い
て
く
る
の
で
あ
り
、
こ
の
悲
し
い
感
情
を
抑

え
て
い
る
の
で
音
が
出
な
い
だ
け
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
こ
と
も
見

逃
し
て
は
い
け
な
い
。
彼
は
さ
ら
に
、
感
情
を
抑
え
る
辛
抱
強
さ
は
、

声
を
出
し
て
泣
く
こ
と
よ
り
も
甚
だ
強
い
と
強
調
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
要
す
る
に
、
方
谷
は
哭
泣
の
礼
そ
の
も
の
に
拘
ら
ず
、
服
喪
期

間
の
主
張
と
同
様
に
、
哀
痛
の
感
情
の
ほ
う
を
重
視
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
そ
れ
故
、
彼
は
最
後
に
心
の
中
に
哀
し
み
さ
え
発
生
し
な

い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
日
本
に
お
い
て
も
よ
ろ
し
く
な
い
こ
と
だ
と
述

べ
る
。

　

以
上
の
検
討
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
方
谷
は
三
礼
の
儀
礼
作
法
に

対
し
て
、
日
本
の
風
俗
慣
習
を
十
分
に
考
慮
し
て
、
最
も
実
践
可
能

な
形
で
調
整
し
、
変
容
さ
せ
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
は
儀
礼
作
法
の

形
式
に
拘
ら
ず
、
礼
の
形
式
に
含
ま
れ
る
真
意
を
理
解
し
た
上
で
、

日
本
由
来
の
習
俗
に
含
ま
れ
る
「
精
義
」
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
い

た
。「
精
義
」
と
い
う
用
語
か
ら
も
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
、
方
谷
が

こ
の
よ
う
な
工
夫
を
行
っ
た
の
は
、
や
む
を
得
ざ
る
状
況
の
下
で
選

ん
だ
妥
協
策
で
は
な
く
、
彼
は
日
本
の
風
土
人
情
を
積
極
的
な
要
素

と
し
て
捉
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

四
、『
義
喪
私
議
』
に
お
け
る
「
国
喪
」
の
主
張

　
『
義
喪
私
議
』
の
最
大
の
特
色
は
、
臣
が
君
の
た
め
に
服
す
る

「
国
喪
」
を
論
じ
る
点
に
あ
る
。
江
戸
時
代
で
は
、
服
喪
に
関
し
て
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は
幕
府
服
忌
令
が
存
在
し
て
い
る
が
、
服
忌
令
は
親
族
間
の
服
忌
に

限
っ
て
規
定
し
、
将
軍
や
大
名
の
喪
に
関
し
て
は
、
は
っ
き
り
し
た

服
喪
の
規
定
が
な
く
、
鳴
物
停
止
令
と
月
代
停
止
令
の
み
存
在
し
て

い
た（

（
（

。
本
節
に
お
い
て
は
、
方
谷
が
い
か
な
る
「
国
喪
」
体
制
を
構

想
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
服
喪
の
対
象
者
を
中
心
に
考
察
し
た

上
で
、「
従
服
」
の
規
定
及
び
君
喪
と
親
族
喪
と
の
矛
盾
に
関
す
る

方
谷
の
考
え
方
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
考
察
す
る
。

1　

服
喪
の
対
象
者
に
つ
い
て

　
『
儀
礼
』「
喪
服
」
の
「
斬
衰
・
三
年
」
項
目
に
は
「
諸
侯
為
天
子
。

君
」
と
い
う
一
句
が
あ
り
、「（
王
朝
の
卿
・
大
夫
・
士
及
び
国
土
を
守
る

臣
で
あ
る
）
諸
侯
は
天
子
の
為
め
に
（
斬
衰
・
三
年
に
服
）
す
る
」、
そ

し
て
、「（
臣
は
自
分
の
）
君
の
為
め
に
（
斬
衰
・
三
年
に
服
）
す
る
」
と

規
定
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
方
谷
は
次
の
よ
う
に
理
解
し

て
い
る
。

此
章
為
臣
喪
君
之
大
経
矣
。（
中
略
）
諸
侯
為
天
子
。
以
見
陪
臣

不
然
。
君
者
諸
侯
也
。
以
見
自
士
以
上
。
仕
而
食
禄
者
、
皆
然
。

（
此
の
章
は
臣
の
君
を
喪
う
の
大
経
と
為
す
。
…
…
諸
侯
は
天
子
の
為
め

に
す
と
は
、
以
て
陪
臣
の
然
ら
ざ
る
を
見
は
す
。
君
〔
の
た
め
に
す
〕
は

諸
侯
な
り
。
以
て
士
自
り
以
上
、
仕
へ
て
禄
を
食は

む
者
、
皆
然
る
を
見
は

す
。『
義
喪
私
議
』
三
頁
）

　

こ
こ
か
ら
、
最
も
重
い
「
斬
衰
・
三
年
」
の
礼
に
対
し
て
、
方
谷

は
、
こ
れ
は
臣
が
君
の
た
め
に
服
喪
す
る
た
め
の
根
本
不
変
の
規
則

（「
大
経
」）
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
原

則
の
下
で
、
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
礼
を
日
本
に
お
い
て
実
践
す
る

際
に
、
服
喪
の
対
象
者
に
つ
い
て
方
谷
は
い
か
に
想
定
し
て
い
る
の

か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

行
論
の
都
合
上
、『
儀
礼
』
後
半
の
「
君
の
た
め
に
す
」
に
対
す

る
方
谷
の
解
釈
か
ら
分
析
し
て
み
た
い
。
こ
の
臣
が
君
の
た
め
に
服

喪
す
る
規
定
に
対
し
て
、
方
谷
は
「
君
〔
の
た
め
に
す
〕
は
諸
侯
な
り
。

以
て
士
自
り
以
上
、
仕
へ
て
禄
を
食
む
者
、
皆
然
る
を
見
は
す
」
と

言
い
、
身
分
が
「
士
」
以
上
か
つ
俸
禄
を
受
け
て
い
る
人
全
員
が
服

喪
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
記
述
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
幕
藩
体

制
で
考
え
る
場
合
、
各
大
名
が
「
諸
侯
」
に
相
当
す
る
の
は
疑
問
が

な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
方
谷
は
「
君
は
諸
侯
な
り
」
と
言

っ
て
い
る
た
め
、
す
な
わ
ち
、
各
大
名
が
「
君
」
と
な
り
、
大
名
に

奉
公
し
俸
禄
を
領
収
し
て
い
る
武
士
身
分
の
人
で
あ
れ
ば
、
皆
こ
の

最
も
重
い
喪
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も

ち
ろ
ん
、
具
体
的
な
服
喪
を
実
践
す
る
際
に
、「
斬
衰
・
三
年
」
の

代
わ
り
に
、
方
谷
が
考
え
た
日
本
式
の
斬
衰
服
を
つ
け
て
五
十
日
間

服
喪
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

次
に
『
儀
礼
』
前
半
の
「
諸
侯
、
天
子
の
為
め
に
す
」
の
一
句
に

対
し
て
、
方
谷
は
、「
諸
侯
は
天
子
の
為
め
に
す
と
は
、
以
て
陪
臣

の
然
ら
ざ
る
を
見
は
す
」
と
言
い
、
諸
侯
が
天
子
の
た
め
に
最
も
重
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91　幕末における「国喪」儀礼の言説

い
「
斬
衰
・
三
年
」
に
服
す
る
が
、
陪
臣
は
し
な
く
て
よ
い
と
記
述

し
て
い
る
。
中
国
の
場
合
は
諸
侯
の
服
喪
対
象
は
天
子
と
な
る
が
、

日
本
の
場
合
は
、
方
谷
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

換
言
す
れ
ば
、
方
谷
に
お
い
て
、
大
名
の
服
喪
対
象
と
な
る
「
君
」

は
、
天
皇
と
将
軍
の
ど
ち
ら
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
次
の
「
陪
臣
」
の
服
喪
規
定
か
ら
手
が
か
り
が
窺

え
る
た
め
、
先
に
見
て
み
よ
う
。

　
『
儀
礼
』「
喪
服
」
の
「
緦
衰
既
葬
除
之
」
項
目
に
あ
る
「
諸
侯
之

大
夫
、
為
天
子
」
に
よ
れ
ば
、「
諸
侯
の
（
卿
・
）
大
夫
は
天
子
の
為

め
に
（
緦
衰
・
七
月
に
服
）
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

伝
の
解
釈
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
諸
侯
の
大
夫
は
天
子
に
お
目
見
え
で

き
る
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
一
条
に
対
し
て
、
方
谷
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

是
為
諸
侯
之
陪
臣
、
服
天
子
之
礼
。
然
如
之
伝
所
謂
、
今
所
謂

御
目
見
家
老
者
矣
。
因
知
其
他
臣
民
皆
無
服
。
是
亦
可
通
行
於

今
日
也
。（
是
れ
諸
侯
の
陪
臣
、
天
子
に
服
す
る
の
礼
と
為
す
。
然
る
に

之
れ
伝
に
謂
ふ
所
の
如
く
、
今
の
所
謂
る
御
目
見
家
老
な
る
者
な
り
。
因

り
て
其
の
他
の
臣
民
は
皆
服
す
る
無
き
を
知
る
。
是
れ
亦
た
今
日
に
通
行

す
べ
き
な
り
。『
義
喪
私
議
』
九
頁
）

　

こ
の
一
文
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
御
目
見
家
老
」
と
な
ろ
う
。
御

目
見
家
老
と
は
、
将
軍
に
謁
見
す
る
資
格
を
持
つ
家
老
の
こ
と
で
あ

り
、
親
藩
や
譜
代
大
名
の
家
老
の
職
に
あ
る
者
に
し
か
許
さ
れ
な
い

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
方
谷
は
、
大
名
の
家
臣
が
「
天
子
」
の
た
め

に
服
喪
す
る
場
合
の
服
喪
者
を
御
目
見
家
老
の
み
に
限
定
し
、
そ
れ

以
外
の
家
臣
及
び
庶
民
は
服
す
る
必
要
が
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る（

（1
（

。
し
た
が
っ
て
、
方
谷
が
考
え
て
い
る
「
国
喪
」
体
制
に
お

け
る
「
天
子
」
と
は
、
将
軍
を
指
し
て
い
る
こ
と
も
明
白
と
な
ろ
う（

（1
（

。

　

そ
う
な
る
と
、
前
述
し
た
最
も
重
い
「
斬
衰
・
三
年
」（
日
本
は
五

十
日
）
の
服
喪
に
つ
い
て
は
、
つ
ま
り
大
名
が
将
軍
の
た
め
に
す
る

が
、
大
名
の
家
臣
は
将
軍
の
た
め
に
し
な
く
て
よ
い
と
方
谷
が
考
え

て
い
る
こ
と
も
論
を
俟
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
御
目
見
家

老
と
い
う
特
別
例
を
除
い
て
、
方
谷
が
考
え
て
い
る
「
国
喪
」
体
制

の
基
軸
と
は
、
家
臣
が
直
接
大
名
に
、
大
名
が
直
接
将
軍
に
服
喪
す

る
と
い
う
厳
格
な
階
層
秩
序
に
従
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

2　
「
従
服
」
に
つ
い
て

　
『
儀
礼
』「
喪
服
」
の
「
斉
衰
・
不
杖
・
期
」
に
は
「
為
夫
之
君
」

と
「
為
君
之
父
母
・
妻
・
長
子
・
祖
父
母
」
が
書
か
れ
て
お
り
、

「（
公
・
卿
・
大
夫
・
士
の
妻
が
）
夫
の
（
主
）
君
の
為
め
に
」、
そ
し
て

「（
臣
は
）
君
の
父
母
・
妻
・
長
子
・
祖
父
母
の
為
め
に
（
斉
衰
・
不

杖
・
期
に
服
）
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
二
箇
所
と
も

「
何
を
以
て
期
す
る
や
。
従
い
服
す
る
な
り
」
と
い
う
伝
の
解
説
が

附
さ
れ
て
お
り
、
所
謂
「
従
服
」
の
礼
で
あ
る
。

　
「
従
服
」
と
は
主
た
る
服
喪
者
に
従
っ
て
服
す
る
こ
と
で
、
従
う
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対
象
の
服
す
る
喪
服
よ
り
一
等
を
降
ろ
し
て
、
所
謂
間
接
的
に
服
喪

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
原
則
に
従
い
な
が
ら
上
の
『
儀
礼
』
引
用

文
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、
夫
が
君
の
た
め
に
は
「
斬
衰
・
三
年
」

に
服
す
る
た
め
、
妻
は
夫
に
従
っ
て
一
等
を
降
ろ
し
て
「
斉
衰
・
不

杖
・
期
」
に
服
す
る
こ
と
と
な
る
。
次
の
臣
が
君
の
父
母
・
妻
・
長

子
・
祖
父
母
の
た
め
に
服
喪
す
る
場
合
も
、
従
服
の
原
則
に
従
い
、

君
に
従
っ
て
一
等
を
降
ろ
し
て
「
斉
衰
・
不
杖
・
期
」
に
服
す
る
こ

と
と
な
る
。

　

こ
の
「
従
服
」
の
礼
に
対
し
て
、
方
谷
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
。

六
服
術
、
従
服
居
末
、
情
誼
尤
薄
。
与
義
服
尊
尊
者
迥
異
。

（
中
略
）
従
服
又
非
哀
戚
之
甚
者
。
不
必
規
規
則
之
。
唯
領
其
意
、

以
私
為
差
等
可
也
。（
六
の
服
術
、
従
服
末
に
居
り
、
情
誼
尤
も
薄
し
。

義
服
の
尊
を
尊
ぶ
者
と
迥は

る
か
に
異
な
る
。
…
…
従
服
又
た
哀
戚
の
甚
だ
し

き
者
に
非
ず
。
必
ず
し
も
規き

規き

と
し
て
之
れ
に
規の

つ
らと

ず
。
唯
だ
其
の
意
を

領
し
、
私
を
以
て
差
等
を
為
す
も
可
な
り
。『
義
喪
私
議
』
八
頁
）

　

方
谷
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、「
従
服
」
は
、
服
喪
の
原
則
の
中
に

お
い
て
は
最
も
情
誼
が
薄
い
も
の
で
、
君
臣
の
義
に
お
け
る
服
喪
原

則
の
「
尊
を
尊
ぶ
」
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。「
従
服
」
で
は
哀

戚
の
感
情
が
甚
だ
悲
し
い
も
の
で
は
な
い
た
め
、「
従
服
」
の
規
定

を
一
つ
一
つ
細
か
く
従
う
必
要
が
な
く
、「
従
服
」
に
当
た
る
人
は

「
従
服
」
の
意
味
を
理
解
し
、
自
分
よ
り
喪
服
に
差
等
を
設
け
る
だ

け
で
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
方
谷
は
、
臣
が
君
の
た
め

の
直
接
的
な
服
喪
に
比
べ
れ
ば
、「
従
服
」
は
間
接
的
な
も
の
で
、

且
つ
哀
痛
の
感
情
も
さ
ほ
ど
深
い
も
の
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、「
従
服
」
を
さ
ほ
ど
重
視
し
な
い
と
い
う
方
谷
の
態
度

が
窺
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
上
述
し
た
「
従
服
」
の
礼
に
お
い
て
臣
が
君
の
母
の
た

め
に
す
る
服
喪
も
規
定
さ
れ
て
お
り
、『
礼
記
』「
服
問
」
で
は
「
君

の
母
、
夫
人
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
群
臣
服
無
し
」
と
記
述
さ
れ
、
臣

が
君
の
母
の
た
め
に
服
喪
す
る
の
は
、
嫡
室
に
限
る
も
の
で
あ
り
、

嫡
室
で
は
な
い
場
合
は
、
服
喪
す
る
必
要
が
な
い
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
方
谷
は
「
此
の
章
又
た
「
君
の
母
、
夫
人
に
非
ざ

れ
ば
、
則
ち
群
臣
服
無
し
」
と
謂
ふ
。
聖
人
礼
を
制
す
る
に
、
嫡
妾

の
等
を
厳
し
く
す
る
こ
と
此
く
の
如
し
」（「
此
章
又
謂
君
之
母
、
非
夫

人
、
則
群
臣
無
服
。
聖
人
制
礼
、
厳
嫡
妾
之
等
如
此
」、『
義
喪
私
議
』
一
〇
頁
）

と
言
い
、
嫡
室
と
妾
室
と
に
お
け
る
身
分
の
差
に
つ
い
て
も
注
意
を

促
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

3　

親
喪
と
の
矛
盾
に
つ
い
て

　

最
後
に
「
国
喪
」
と
親
喪
と
が
か
ぶ
る
場
合
に
対
し
て
、
方
谷
は

い
か
な
る
対
応
の
仕
方
を
呈
示
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
見
て
み
た

い
。

　
「
国
喪
」
と
親
喪
と
が
重
な
る
場
合
の
儀
礼
作
法
に
つ
い
て
は
、
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93　幕末における「国喪」儀礼の言説

『
礼
記
』「
曾
子
問
」
に
お
い
て
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
君
の
死

後
よ
り
納
棺
・
埋
葬
・
祭
奠
ま
で
の
各
段
階
に
お
い
て
父
母
の
喪
に

遭
遇
し
た
場
合
、
い
か
に
対
応
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

規
定
・
礼
式
が
示
さ
れ
て
い
る
。
状
況
に
よ
っ
て
対
応
の
仕
方
も
異

な
る
が
、
君
の
埋
葬
ま
で
の
期
間
が
最
も
重
視
さ
れ
、
臣
に
対
し
て

君
を
無
事
に
見
送
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
君

が
未
だ
埋
葬
さ
れ
て
い
な
い
時
点
で
父
母
の
喪
に
遭
っ
た
場
合
だ
と

し
て
も
、
大
夫
や
士
は
君
の
所
に
居
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
家
の
喪

式
は
室
老
や
子
孫
に
任
せ
て
お
き
、
父
母
の
喪
の
大
事
の
時
に
し
か

家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
規
定
に
対

し
て
、
方
谷
も
「
君
未
だ
殯ひ

ん

せ
ら
れ
ざ
る
の
章
、
言
有
り
」（「
君
未

殯
之
章
、
有
言
」、『
義
喪
私
議
』
一
二
頁
）
と
言
い
、
孔
穎
達
の
『
礼
記
』

注
疏
に
あ
る
「
君
と
親
と
の
哀
既
に
半
ば
し
て
相
雑ま

じ
ふ
。
君
を
尊

と
為
す
。
故
に
意
を
君
に
主
と
す
」
の
一
句
に
注
目
し
、
君
が
未
だ

埋
葬
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
は
、
君
喪
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
孔
穎
達
の
解
釈
に
対
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
（「
当
矣
」、『
義

喪
私
議
』
一
三
頁
）
と
は
っ
き
り
賛
同
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
中
国
で
は
大
夫
や
士
は
家
を
離
れ
て
王
都
に
仕
え
、
公

務
の
た
め
に
官
舎
で
あ
る
公
館
に
宿
泊
す
る
場
合
が
多
い
た
め
、

『
礼
記
』
に
は
君
の
喪
の
た
め
に
「
次
公
館
」
の
礼
が
あ
り
、
大
夫

と
士
は
公
館
に
て
服
喪
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ
れ
に
対

し
て
、
日
本
の
場
合
は
、
家
臣
は
大
名
の
居
城
を
中
心
に
城
下
町
に

集
ま
っ
て
生
活
や
奉
公
を
し
て
い
る
た
め
、
方
谷
は
日
本
の
事
情
に

合
わ
せ
て
次
の
よ
う
に
提
唱
し
て
い
る
。

如
我
邦
固
次
於
家
。
其
有
殷
事
、
亦
非
職
関
其
事
者
、
不
得
之

君
所
。
則
常
帰
君
（
居
の
誤
か
―
引
用
者
）
于
家（

（1
（

而
已
。
但
其
居

喪
之
心
、
則
以
尊
君
為
主
者
、
決
不
可
易
也
。（
我
が
邦
の
如
き

は
固
よ
り
家
に
次や

ど
る
。
其
れ
殷
事
有
れ
ば
、
亦
た
職
其
の
事
に
関
わ
る
者

に
非
ら
ざ
れ
ば
、
君
の
所
に
之
く
こ
と
を
得
ず
。
則
ち
常
に
帰
り
て
家
に

居
る
の
み
。
但
し
其
れ
居
喪
の
心
は
、
則
ち
君
を
尊
ぶ
を
以
て
主
と
為
す

者
、
決
し
て
易
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。『
義
喪
私
議
』
一
三
頁
）

　

す
な
わ
ち
、
日
本
で
は
家
臣
は
も
と
よ
り
家
に
住
ん
で
お
り
、
家

に
喪
事
が
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
君
の
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
。
こ
れ
は
幕
府
服
忌
令
よ
り
明
確
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
上
位

者
に
所
謂
「
穢
」
を
近
づ
け
る
と
見
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る（

（1
（

。
そ
う

す
る
と
、
家
に
喪
事
が
あ
っ
た
家
臣
は
家
中
に
て
服
喪
生
活
を
過
ご

す
の
は
基
本
だ
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
方
谷
は
家
中
に
居
て
も
、
哀

痛
の
気
持
ち
を
親
喪
で
は
な
く
君
喪
の
方
に
置
く
べ
き
だ
と
言
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
君
を
尊
ぶ
こ
こ
ろ
は
決
し
て
親
喪

の
存
在
に
よ
っ
て
動
揺
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
君
喪
を
主
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
君
喪
を
見
送
る
支
障
と
な
る
「
穢
」
の
規
定
に
対

し
て
は
、
方
谷
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

邦
制
、
甚
忌
身
有
喪
服
者
。
名
為
服
穢
。
是
以
有
父
母
之
喪
、
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而
往
君
所
、
在
法
之
所
禁
。
然
窃
謂
君
既
有
喪
而
穢
焉
、
不
必

忌
臣
之
穢
。
則
父
母
之
喪
、
遭
君
之
喪
者
、
始
死
及
送
葬
之
日
、

許
往
君
所
、
未
為
違
邦
制
也
。（
邦
制
は
、
甚
だ
し
く
身
に
喪
服
有

る
者
を
忌
む
。
名
づ
け
て
服
穢
と
為
す
。
是
こ
を
以
て
父
母
の
喪
有
り
て
、

君
の
所
に
往
く
は
、
法
の
禁
ず
る
所
に
在
り
。
然
れ
ど
も
窃
か
に
謂
へ
ら

く
、
君
既
に
喪
有
り
て
焉こ

こ
に
穢
る
る
も
、
必
ず
し
も
臣
の
穢
れ
を
忌
ま
ざ

れ
ば
、
則
ち
父
母
の
喪
に
し
て
、
君
の
喪
に
遭
う
者
、
始
死
及
び
送
葬
の

日
、
君
の
所
に
往
く
を
許
す
は
、
未
だ
邦
制
に
違
う
と
為
さ
ざ
る
な
り
、

と
。『
義
喪
私
議
』
一
三
頁
）

　

こ
こ
で
方
谷
は
、「
穢
」
と
い
う
も
の
自
体
を
否
認
し
て
い
る
の

で
は
な
い
。
彼
は
父
母
に
服
喪
す
る
人
に
は
「
穢
」
の
存
在
を
認
め

て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
彼
は
同
時
に
君
喪
に
も
既
に

「
穢
」
が
あ
る
こ
と
に
対
し
て
注
意
を
促
し
て
い
る
。
君
喪
に
既
に

「
穢
」
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
以
上
同
じ
喪
に
よ
る
「
穢
」
を

忌
避
す
る
必
要
が
な
い
、
こ
れ
は
方
谷
の
理
屈
で
あ
る
。
彼
は
幕
府

服
忌
令
を
新
た
に
解
釈
す
る
こ
と
で
、
親
喪
の
「
穢
」
に
よ
る
君
の

送
葬
に
参
加
で
き
な
い
と
い
う
問
題
を
解
決
し
た
。
勿
論
、
方
谷
に

お
け
る
こ
の
よ
う
な
思
考
方
式
の
転
回
は
、「
君
を
尊
ぶ
」
と
い
う

「
義
喪
」
の
原
則
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
親
喪
の
「
孝
」

よ
り
も
君
喪
の
「
義
」
を
重
視
す
る
と
い
う
『
義
喪
私
議
』
の
原
則

が
窺
え
よ
う
。

五
、「
国
喪
」
言
説
の
政
治
的
意
義

　

以
上
、
方
谷
が
考
え
て
い
る
「
国
喪
」
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
た
。
前
述
し
た
通
り
、
江
戸
時
代
の
幕
府
服
忌
令
は
、
親
族
間
の

服
喪
に
限
っ
て
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
君
の
服
喪
に
つ
い
て
は
体

制
的
な
法
令
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
方
谷
は
な
ぜ

敢
え
て
「
国
喪
」
の
言
説
を
提
起
し
、『
義
喪
私
議
』
を
著
し
た
の

か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
義
喪
私
議
』
の
自
序
か
ら
窺
え
る
。
自

序
は
次
の
よ
う
な
表
現
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

矢
丸
貫
頸
、
鋒
刃
洞
胸
、
暴
尸
於
原
野
、
以
扞
国
家
之
難
。
豈

非
人
臣
至
情
有
不
能
已
者
耶
。
而
唯
我
邦
義
烈
之
俗
為
能
然
。

（
矢
丸
頸
を
貫
き
、
鋒
刃
胸
を
洞つ

ら
きぬ

、
尸
を
原
野
に
暴
し
、
以
て
国
家
の

難
を
扞
ぐ
。
豈
に
人
臣
の
至
情
に
已
む
能
わ
ざ
る
者
有
る
に
非
ざ
ら
ん
や
。

而
し
て
唯
だ
我
が
邦
義
烈
の
俗
、
能
く
然
り
と
為
す
の
み
。『
義
喪
私

議
』
一
頁
）

　

方
谷
が
こ
の
よ
う
な
激
昂
し
た
書
き
ぶ
り
で
記
述
を
始
め
た
の
は
、

ま
さ
し
く
当
時
は
「
国
家
の
難
を
扞
ぐ
」
と
い
う
非
常
時
期
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。『
義
喪
私
議
』
の
作
成
年
代
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四

九
）
で
、
ペ
リ
ー
来
航
（
嘉
永
六
年
）
の
前
で
は
あ
っ
た
が
、
天
保
年

間
か
ら
頻
繁
た
る
外
国
船
の
渡
来
に
伴
い
、
日
本
へ
の
上
陸
や
測
量
、

通
商
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
加
え
て
ア
ヘ
ン
戦
争
に
お
け
る
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95　幕末における「国喪」儀礼の言説

清
国
の
敗
北
も
日
本
に
衝
撃
を
与
え
て
い
た
。
か
か
る
激
変
し
た
国

際
情
勢
の
下
で
、
幕
府
は
や
む
を
得
ず
「
異
国
船
打
払
令
」
を
「
薪

水
給
与
令
」
に
変
更
し
、
海
防
掛
の
設
置
な
ど
を
通
じ
て
国
防
体
制

を
整
え
始
め
、
各
藩
に
お
い
て
も
西
洋
式
大
砲
の
鋳
造
や
西
洋
式
軍

備
の
演
習
な
ど
を
行
い
、
海
防
の
強
化
を
図
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
下
で
、
方
谷
自
身
も
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
自
ら

美
作
の
津
山
藩
へ
赴
い
て
西
洋
砲
術
を
学
び
、
帰
藩
し
て
か
ら
大

砲
二
台
を
造
っ
て
一
藩
に
伝
授
し
、
さ
ら
に
西
洋
砲
術
を
以
て
軍
政

改
革
を
図
っ
た
と
い
う（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
方
谷
は
ペ
リ
ー
来
航
以
前
か
ら
、
既
に
国
家
存
亡

の
危
機
意
識
を
抱
え
て
お
り
、
ま
さ
し
く
「
国
家
の
難
」
を
防
ぐ
こ

と
に
尽
力
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
「
人
臣
」
の
立
場
に
立
脚
し

て
「
国
家
の
難
」
と
い
う
危
機
意
識
を
表
明
し
、
さ
ら
に
彼
は
、

「
人
臣
」
が
国
家
を
憂
慮
し
誠
意
の
感
情
を
起
こ
し
た
の
は
、
ほ
か

で
も
な
く
日
本
の
「
義
烈
」、
す
な
わ
ち
義
を
強
く
守
ろ
う
と
す
る

と
い
う
風
俗
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
心

境
の
下
で
、
方
谷
は
君
の
た
め
の
喪
礼
を
取
り
上
げ
て
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

西
土
聖
王
、
制
喪
君
之
礼
、
與
父
母
同
重
。
而
其
厳
有
加
焉
。

豈
独
厚
風
俗
、
正
倫
理
而
已
哉
。
誠
以
振
励
義
士
之
気
、
以
固

国
家
之
衛
者
、
蓋
在
此
也
。（
西
土
の
聖
王
、
喪
君
の
礼
を
制
す
る
、

父
母
と
重
き
を
同
じ
く
す
る
も
、
其
の
厳
、
焉
れ
に
加
ふ
る
有
り
。
豈
に

独
り
風
俗
を
厚
く
し
、
倫
理
を
正
す
の
み
な
ら
ん
や
。
誠
に
以
て
義
士
の

気
を
振
励
し
、
以
て
国
家
の
衛ま

も
り
を
固
く
す
る
者
、
蓋
し
此
こ
に
在
る
な

り
。『
義
喪
私
議
』
二
頁
）

　

す
な
わ
ち
、
中
国
の
聖
王
は
「
君
」
の
た
め
に
喪
礼
を
制
定
し
、

父
母
の
た
め
の
喪
礼
と
同
じ
く
重
視
し
な
が
ら
も
、
実
際
の
儀
礼
作

法
に
つ
い
て
は
親
喪
の
礼
よ
り
さ
ら
に
厳
し
く
し
て
い
る
と
、
方
谷

は
認
識
し
て
い
る
。
そ
れ
は
風
俗
を
厚
く
し
、
倫
理
を
正
す
た
め
の

も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
義
士
の
気
風
を
奮
起
さ
せ
る
こ
と
で
国
家
を

護
衛
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
、
と
方
谷
は
理
解
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
喪
礼
と
国
家
護
衛
と
の
間
に
あ
る
一
つ
の
接
点
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
君
の
た
め
に
服
喪
す
る
儀
礼
を

実
践
さ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
、
風
俗
・
倫
理
を
正
し
、「
君
臣
の
義
」

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、

武
士
の
気
風
を
振
起
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
国
家
護
衛
を
堅
固
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
よ
う

に
、「
君
喪
」
の
礼
は
最
終
的
に
は
「
国
家
の
難
」
を
防
ぐ
こ
と
に

繫
が
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
連
鎖
的
な
効
果
は
、「
人
臣
」
の

立
場
に
立
っ
た
方
谷
が
『
義
喪
私
議
』
を
通
し
て
期
待
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

一
方
、
日
本
に
お
け
る
君
喪
の
礼
の
問
題
に
つ
い
て
、
方
谷
は
次

の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

今
代
喪
礼
、
固
主
簡
約
。
尊
尊
之
服
、
莫
有
定
制
。
且
妄
議
国
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恤
、
世
之
所
諱
。
是
以
遏
密
之
令
、
臨
時
下
之
。
人
不
過
遵
奉

法
禁
。
至
於
哀
痛
之
誠
、
服
容
之
節
、
有
不
知
其
為
何
物
者
。

此
豈
我
邦
俗
之
所
固
然
乎
哉
。（
今
の
代
の
喪
礼
、
固
よ
り
簡
約
を

主
と
す
。
尊
を
尊
ぶ
の
服
、
定
制
有
る
こ
と
莫
し
。
且
つ
妄
り
に
国
恤
を

議
す
る
は
、
世
の
諱
む
所
な
り
。
是
こ
を
以
て
れ
遏
密
の
令
、
時
に
臨
ん

で
之
れ
を
下
す
。
人
は
法
禁
を
遵
奉
す
る
に
過
ぎ
ず
。
哀
痛
の
誠
、
服
容

の
節
に
至
り
て
は
、
其
の
何
物
為
る
か
を
知
ら
ざ
る
者
有
り
。
此
れ
豈
に

我
が
邦
の
俗
の
固
よ
り
然
り
と
す
る
所
な
ら
ん
や
。『
義
喪
私
議
』
二
頁
）

　

つ
ま
り
、
日
本
で
は
喪
礼
は
簡
約
を
主
と
し
、
中
国
の
「
尊
を
尊

ぶ
」
と
い
う
よ
う
な
服
喪
制
度
が
存
在
し
て
お
ら
ず
、
妄
り
に
「
国

喪
」
を
議
論
す
る
こ
と
さ
え
危
惧
さ
れ
る
た
め
、
幕
府
は
鳴
物
停
止

令
を
下
し
、
世
の
中
の
人
も
単
に
こ
の
法
令
に
従
う
の
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
日
本
の
事
情
に
対
し
て
、
方
谷
は
喪
礼
に
お
い
て
重
要

と
さ
れ
る
哀
痛
の
誠
心
や
服
喪
の
礼
節
が
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に

問
題
を
感
じ
て
お
り
、
日
本
の
風
俗
か
ら
し
て
も
、
そ
も
そ
も
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
許
す
わ
け
が
な
い
だ
ろ
う
と
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。

ゆ
え
に
、
方
谷
は
居
喪
中
に
喪
礼
を
読
み
、
最
も
痛
感
す
る
点
が
こ

こ
に
あ
る
と
表
明
し
た
上
で
、「
国
喪
」
に
関
す
る
内
容
を
採
録
し
、

私
見
を
付
け
加
え
て
『
義
喪
私
議
』
を
著
し
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

方
谷
は
自
序
の
最
後
に
お
い
て
、「
夫
の
礼
文
儀
節
の
若
き
、
其

の
議
に
間ま

ま
牽
強
に
渉わ

た

る
者
有
る
も
、
亦
た
之
れ
を
し
て
今
日
に
行

は
し
め
ん
と
欲
す
る
の
本
意
に
出
づ
る
な
り
。
然
り
と
雖
も
、
余
の

之
れ
を
し
て
今
日
に
行
は
し
め
ん
と
欲
す
る
は
、
豈
に
止
だ
礼
文
儀

節
の
間
の
み
な
ら
ん
や
」（「
若
夫
礼
文
儀
節
、
其
議
間
有
渉
牽
強
者
、
亦

出
於
欲
使
之
行
於
今
日
之
本
意
也
。
雖
然
余
之
欲
使
之
行
於
今
日
者
、
豈
止
礼

文
儀
節
之
間
而
已
哉
」、『
義
喪
私
議
』
二
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
彼
は

「
国
喪
」
儀
礼
が
日
本
に
お
い
て
よ
り
よ
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
、「
礼
文
儀
節
」
に
対
し
て
工
夫
を
加
え
て
い
た
。
そ
れ
は

ま
さ
し
く
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
日
本
の
「
精
義
」
を
引
き
出
せ

る
た
め
の
措
置
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
方
谷
は
、
日
本
で
行
わ
れ

て
ほ
し
い
も
の
は
「
礼
文
儀
節
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
表
明
し
、
暗

に
『
義
喪
私
議
』
の
実
践
を
通
し
て
、
今
世
の
気
風
を
喚
起
し
、
国

家
を
護
衛
す
る
た
め
に
役
立
つ
こ
と
を
期
待
す
る
と
い
う
心
境
を
吐

露
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。

六
、
お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
山
田
方
谷
の
『
義

喪
私
議
』
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。『
義
喪
私
議
』
は
方
谷
が
藩

主
勝
職
公
の
た
め
に
自
ら
喪
に
服
し
、
居
喪
中
に
三
礼
を
読
ん
で
い

る
う
ち
に
、「
国
喪
」
に
関
す
る
内
容
を
抄
録
し
、
私
見
を
付
け
加

え
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
義
喪
私
議
』
に
お
い
て
、
方
谷
は
日
本
の
風
俗
慣
習
を
考
慮
し

た
上
で
、
喪
服
の
様
式
か
ら
服
喪
の
期
間
、
居
喪
生
活
の
作
法
ま
で
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97　幕末における「国喪」儀礼の言説

調
整
・
変
容
を
加
え
、
三
礼
の
儀
礼
作
法
に
対
し
て
最
も
実
践
可
能

な
形
と
な
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
工
夫
は
、
儀
礼

作
法
の
形
式
に
拘
ら
ず
、
五
服
制
度
の
真
意
を
継
承
し
た
上
で
、
日

本
本
土
の
習
俗
に
含
ま
れ
る
「
精
義
」
を
守
ろ
う
と
す
る
と
い
う

『
義
喪
私
議
』
の
原
則
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

方
谷
の
「
国
喪
」
主
張
に
お
け
る
日
本
の
「
精
義
」
を
守
る
と
い
う

原
則
は
、
日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
受
容
の
特
徴
を
想
起
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
。
日
本
の
儒
者
が
『
家
礼
』
の
実
践
を
図
る
際
に
、『
家

礼
』
に
忠
実
に
従
え
な
い
現
実
的
苦
悩
を
克
服
す
る
た
め
の
次
善
策

と
し
た
場
合
で
あ
れ
、
積
極
的
に
日
本
の
風
習
作
法
を
取
り
入
れ
よ

う
と
す
る
場
合
で
あ
れ
、
い
ず
れ
も
日
本
の
風
習
と
い
う
要
素
に
配

慮
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、「
親
喪
」・「
国
喪
」
を
問
わ
ず
、
儒
式
喪

礼
の
実
践
を
考
え
る
際
に
、
日
本
の
風
俗
慣
習
を
配
慮
す
る
点
は
、

儒
礼
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
共
通
的
特
徴
と
言
え
よ
う
。

　
『
義
喪
私
議
』
に
お
い
て
「
国
喪
」
の
服
喪
対
象
者
に
つ
い
て
は
、

方
谷
は
武
士
身
分
を
持
つ
者
全
体
を
想
定
し
、
庶
民
は
服
喪
す
る
必

要
が
な
く
、
単
に
鳴
物
停
止
令
に
従
う
だ
け
で
よ
い
と
し
て
い
た
。

そ
の
中
で
、
御
目
見
家
老
と
い
う
特
別
例
も
存
在
す
る
が
、
基
本
的

に
は
大
名
は
将
軍
の
た
め
に
、
家
臣
は
各
藩
主
の
た
め
に
、
つ
ま
り

方
谷
は
、
最
も
直
接
的
な
君
臣
関
係
に
対
す
る
服
喪
の
み
を
強
調
し
、

「
従
服
」
と
い
う
間
接
的
な
服
喪
に
つ
い
て
は
重
視
し
な
い
。
そ
し

て
、
方
谷
は
「
君
を
尊
ぶ
」
と
い
う
義
喪
の
原
則
を
貫
徹
し
、
親
喪

よ
り
「
国
喪
」
を
優
先
し
、
幕
府
服
忌
令
に
お
け
る
「
穢
」
へ
の
認

識
を
新
た
に
解
釈
す
る
こ
と
で
、
親
喪
の
「
穢
」
が
「
国
喪
」
の
実

践
を
妨
げ
る
と
い
う
問
題
を
解
決
し
た
。

　

以
上
か
ら
、
方
谷
に
お
け
る
か
か
る
厳
格
な
階
層
秩
序
に
従
っ
た

服
喪
制
度
の
構
想
は
、
幕
藩
体
制
そ
の
も
の
を
踏
ま
え
た
上
で
構
想

し
た
も
の
で
あ
り
、
幕
藩
体
制
か
ら
些
か
も
逸
脱
す
る
こ
と
が
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。
む
し
ろ
「
国
喪
」
の
服
喪
を
実
践
さ
せ
る
こ
と
で

「
君
臣
の
義
」
を
強
調
し
、
幕
藩
体
制
を
補
強
す
る
効
果
を
期
待
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
方
谷
が
『
義
喪
私
議
』
を
作
成
し
た
意
図
は
、
幕
末
当

時
の
国
際
的
・
政
治
的
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
、
一
つ
の
対
応

策
を
示
す
た
め
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
国
喪
」
儀
礼
の

実
践
を
通
し
て
、
今
世
の
士
風
を
振
起
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
家

の
難
関
を
克
服
す
る
と
い
う
一
種
の
国
家
護
衛
策
略
で
あ
る
。
こ
れ

こ
そ
『
義
喪
私
議
』
の
政
治
的
意
義
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、

本
稿
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
『
家
礼
』
が
一
方
的
に
注
目
さ
れ
る

と
い
う
視
点
と
異
な
り
、
儒
礼
受
容
の
研
究
に
対
し
て
、「
国
喪
」

言
説
と
い
う
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
供
で
き
た
と
言
え
る
。
幕
末

期
に
お
け
る
儒
礼
受
容
は
、
当
時
の
政
治
状
況
と
深
く
か
か
わ
る
も

の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
儒
礼
が
注
目
さ
れ
る
現
象
や

意
味
に
つ
い
て
、
今
後
さ
ら
な
る
事
例
研
究
を
蓄
積
し
、
解
明
し
て

い
き
た
い
。
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＊
本
稿
で
用
い
た
史
料
の
書
誌
は
次
の
通
り
。
山
田
準
編
纂
『
山
田
方

谷
全
集
』
全
三
冊
（
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）。
引
用
に
際
し

て
は
『
全
集
』
と
略
称
、
巻
数
と
頁
数
を
表
示
、『
義
喪
私
議
』
は

第
一
冊
に
収
録
さ
れ
る
。
池
田
末
利
訳
注
『
儀
礼
』
Ⅲ
（
東
海
大
学

出
版
会
、
一
九
七
五
年
）。
服
部
宇
之
吉
評
点
『
礼
記
』（『
漢
文
大

系 

第
十
七
巻
（
普
及
版
）』
冨
山
房
、
一
九
九
二
年
）。
引
用
に
当

た
っ
て
は
適
宜
字
体
と
句
読
点
を
改
め
た
。
な
お
、『
全
集
』
の

『
義
喪
私
議
』
本
文
に
は
、
返
点
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
引

用
す
る
場
合
に
は
筆
者
に
よ
る
書
き
下
し
文
を
記
し
た
。

注
（
1
）	

吾
妻
重
二
編
『
家
礼
文
献
集
成 

日
本
篇
』（
一
～
九
）（
関
西

大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集
刊
、
二
〇
一
〇
～
二
一
年
）、
同

『
朱
熹
「
家
礼
」
実
証
研
究
』（
華
東
師
範
大
学
、
二
〇
一
二
年
）、

『
愛
敬
与
儀
章

─
東
亜
視
域
中
的
「
朱
子
家
礼
」』（
上
海
古
籍
出

版
社
、
二
〇
二
一
年
）
等
。

（
2
）	

田
世
民
『
近
世
日
本
に
お
け
る
儒
礼
受
容
の
研
究
』（
ぺ
り
か

ん
社
、
二
〇
一
二
年
）。

（
3
）	

松
川
雅
信
『
儒
教
儀
礼
と
近
世
日
本
社
会

─
闇
斎
学
派
の

『
家
礼
』
実
践
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
4
）	

「
国
喪
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は

「
国
民
全
体
の
服
す
る
喪
」、
或
い
は
「
国
を
あ
げ
て
天
皇
・
皇
后
の

崩
御
を
哀
悼
す
る
礼
に
服
す
る
こ
と
」
と
な
る
が
、
本
稿
で
は
親
族

の
喪
と
対
照
す
る
意
味
で
、
君
の
た
め
に
服
す
る
喪
の
こ
と
と
定
義

し
、
括
弧
付
で
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
5
）	

特
に
幕
末
期
に
お
け
る
儒
礼
受
容
に
関
す
る
研
究
は
、
吾
妻

重
二
「
佐
藤
一
斎
『
哀
敬
篇
』
に
つ
い
て
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
二
四

五
号
、
二
〇
二
〇
年
）、
拙
稿
「
佐
久
間
象
山
の
『
喪
礼
私
説
』
に

つ
い
て

─
幕
末
に
お
け
る
『
家
礼
』
受
容
の
一
例
」（『
日
本
中
国

学
会
報
』
七
一
、
二
〇
一
九
年
）
以
外
、
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な

い
。

（
6
）	

濱
久
雄
「
山
田
方
谷
の
藩
政
改
革
と
そ
の
思
想
的
背
景
」（『
東

洋
研
究
』
一
五
九
、
二
〇
〇
六
年
）、
吉
田
公
平
「
山
田
方
谷
の

「
気
は
理
を
生
ず
る
」
の
説
に
つ
い
て
」（『
集
刊
東
洋
学
』
一
〇

〇
、
二
〇
〇
八
年
）、
倉
田
和
四
生
『
山
田
方
谷
の
陽
明
学
と
教
育

実
践
』（
大
学
教
育
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
等
。

（
7
）	

『
山
田
方
谷
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
義
喪
私
議
』
は
、

「
毅
案
」（
毅
は
中
洲
の
名
）
と
い
う
形
で
弟
子
三
島
中
洲
の
按
語

も
二
箇
所
付
い
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
弟
子
の
口
ぶ
り
で
書
い
て
い

る
冒
頭
文
は
中
洲
に
よ
る
も
の
と
推
測
で
き
よ
う
。
な
お
、『
全
集
』

第
三
冊
に
あ
る
「
山
田
方
谷
全
集
編
纂
刊
行
会
由
来
」
に
よ
れ
ば
、

山
田
家
を
相
続
し
且
つ
全
集
編
纂
の
責
任
者
で
も
あ
っ
た
山
田
準
は
、

中
洲
の
門
下
に
就
学
し
た
こ
と
が
あ
り
、
中
洲
の
蒐
集
し
た
膨
大
な

方
谷
遺
稿
や
書
簡
を
見
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
全
集
編
纂
に
取
り

掛
か
っ
た
。
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99　幕末における「国喪」儀礼の言説

（
8
）	

斬
衰
に
つ
い
て
は
「
木
綿
服
、
無
文
麻
上
下
」、「
不
剃
髪
、
梳

無
油
、
雖
寒
不
用
巾
帽
」、「
以
布
、
若
木
綿
、
若
真
田
為
之
、
以
其

精
麄
、
別
之
等
殺
、
足
以
易
絞
帯
」、「
堅
坐
一
室
、
不
妄
起
歩
、
則

徐
徐
、
是
亦
病
者
用
杖
之
意
」、「
寒
不
穿
襪
、
用
藁
緒
草
履
」
と
あ

り
、
斉
衰
に
つ
い
て
は
「
棉
服
、
無
文
麻
上
下
、
而
比
斬
衰
、
稍
用

精
細
者
」、「
梳
用
油
」、「
用
藁
緒
草
履
、
小
別
精
麁
耳
、
麻
履
亦

同
」
と
あ
り
、
大
功
に
つ
い
て
は
「
衰
稍
軽
、
今
用
有
文
上
下
可
」、

「
大
功
以
下
不
曰
履
、
穿
襪
及
草
履
、
雪
駄
、
従
意
用
之
」
と
あ
り
、

緦
衰
に
つ
い
て
は
「
戻
子
肩
衣
」
と
あ
り
、
小
功
以
下
に
つ
い
て
は

「
用
小
倉
若
麻
袴
、
不
復
着
上
下
」
と
あ
る
（『
義
喪
私
議
』
三
～
九

頁
）。

（
9
）	

林
由
紀
子
『
近
世
服
忌
令
の
研
究
』（
清
文
堂
、
一
九
九
八
年
）

参
照
。

（
10
）	

本
稿
で
引
用
す
る
『
儀
礼
』
の
訳
註
・
解
釈
は
す
べ
て
、『
儀

礼
』
Ⅲ
掲
載
の
「
註
」
に
従
う
。

（
11
）	

伝
に
、「（
天
子
に
対
し
て
、
諸
侯
の
大
夫
は
そ
の
身
分
関
係
は

遠
く
、
そ
の
恩
義
は
薄
い
の
に
）
何
ゆ
え
に
緦
衰
（
・
七
月
に
服
）

す
る
の
か
。
諸
侯
の
（
卿
・
）
大
夫
は
（
四
）
時
に
（
そ
れ
ぞ
れ
）

天
子
に
接
見
す
る
か
ら
で
あ
る
」（『
儀
礼
』
Ⅲ
、
二
四
〇
頁
）
と
あ

る
。

（
12
）	

特
に
庶
民
の
服
喪
に
つ
い
て
は
、『
儀
礼
』「
喪
服
」
で
は
「
斉

衰
・
三
月
」
の
服
喪
が
要
求
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
方

谷
は
「
庶
人
服
三
月
、
以
邦
制
度
之
、
則
当
五
六
日
。
下
民
不
可
責

以
哀
情
服
容
。
唯
下
令
厳
其
遏
密
而
已
」（『
義
喪
私
議
』
九
頁
）
と

述
べ
て
お
り
、
庶
民
は
服
す
る
必
要
が
な
く
、
た
だ
幕
府
の
鳴
物
停

止
令
に
従
う
だ
け
で
よ
い
と
し
て
い
る
。

（
13
）	

そ
れ
に
加
え
て
、
そ
も
そ
も
こ
の
時
期
の
方
谷
に
は
倒
幕
思
想

そ
の
も
の
が
見
ら
れ
な
い
。『
義
喪
私
議
』
よ
り
作
成
年
代
が
や
や

遅
れ
た
嘉
永
五
年
の
「
方
谷
加
評
吉
田
松
陰
急
務
策
」
に
お
い
て
も
、

方
谷
は
「
尊
王
室
以
建
国
体
、
迎
龍
駕
以
鎮
幕
府
」（『
全
集
』
第
二

冊
、
九
二
七
頁
）
と
言
い
、「
尊
王
」
を
主
張
し
て
い
る
が
、
幕
府

に
対
し
て
は
「
鎮
」
め
る
、
安
ん
ず
る
と
い
う
態
度
を
取
っ
て
お
り
、

「
尊
王
佐
幕
」
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、

大
名
が
直
接
的
に
服
喪
す
る
対
象
が
将
軍
と
考
え
た
ほ
う
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。
な
お
、
方
谷
が
考
え
て
い
る
「
国
喪
」
体
制
に
お
け
る
天

皇
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
不
明
で
あ
る
。

（
14
）	

方
谷
に
お
け
る
こ
の
「
嫡
妾
の
等
」
に
対
す
る
関
心
は
、
彼
の

ほ
か
の
服
喪
規
定
に
対
す
る
理
解
に
も
見
ら
れ
る
が
、
紙
幅
の
関
係

で
こ
こ
で
は
い
ち
い
ち
例
を
挙
げ
な
い
。
方
谷
は
「
妾
之
於
女
君
、

有
君
臣
之
義
。
而
要
其
和
睦
」（『
義
喪
私
議
』
八
頁
）、「
妻
妾
適
庶

之
分
如
此
。
先
王
制
喪
服
、
不
独
尽
恩
義
而
已
。
防
微
杜
漸
之
意
、

可
謂
遠
矣
」（『
義
喪
私
議
』
七
～
八
頁
）
と
記
述
し
、
妾
室
と
嫡
室

と
の
間
に
も
「
君
臣
の
義
」
が
あ
る
と
強
調
し
、
さ
ら
に
、
彼
は
こ

の
礼
か
ら
先
王
の
「
防
微
杜
漸
」
の
意
図
を
読
み
取
り
、
嫡
庶
尊
卑

の
秩
序
が
乱
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
と
い
う
「
国
喪
」
儀
礼
の
機
能

に
注
目
し
て
い
る
。
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（
15
）	

「
曾
子
問
曰
、
君
未
殯
、
而
臣
有
父
母
之
喪
、
則
如
之
何
。
孔

子
曰
、
帰
殯
、
反
于
君
所
。
有
殷
事
則
帰
。
朝
夕
否
。
大
夫
室
老
行

事
、
士
則
子
孫
行
事
。
大
夫
内
子
、
有
殷
事
、
亦
之
君
所
。
朝
夕

否
」（『
礼
記
』「
曾
子
問
」）。

（
16
）	

「
大
夫
次
於
公
館
、
以
終
喪
。
士
練
而
帰
。
士
次
於
公
館
」

（『
礼
記
』「
雑
記
上
」）。

（
17
）	

こ
の
一
文
は
「
曾
子
問
曰
、
君
薨
既
殯
、
而
臣
有
父
母
之
喪
、

則
如
之
何
。
孔
子
曰
、
帰
居
于
家
。
有
殷
事
則
之
君
所
。
朝
夕
否
」

（『
礼
記
』「
曾
子
問
」）
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

「
帰
君
于
家
」
一
句
は
「
帰
居
于
家
」
の
誤
り
だ
と
判
断
さ
れ
る
。

（
18
）	

前
掲
林
由
紀
子
『
近
世
服
忌
令
の
研
究
』
六
〇
頁
参
照
。

（
19
）	

山
田
琢
・
石
川
梅
次
郎
『
日
本
の
思
想
家
41 

山
田
方
谷
・
三

島
中
洲
』（
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
七
年
）
一
二
七
～
一
二
八
頁
参

照
。

（
20
）	

「
已
酉
九
月
余
定
大
喪
、
坐
次
室
、
採
喪
礼
而
読
之
、
有
所
感

于
此
。
乃
抄
録
三
礼
中
事
関
邦
喪
者
、
略
為
敘
次
。
附
以
私
臆
之
見
、

名
曰
義
喪
私
議
」（『
義
喪
私
議
』
二
頁
）
と
な
る
。

  �

（
九
州
大
学
非
常
勤
講
師
）
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